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研究成果の概要（和文）：シロイヌナズナの根冠は、数層の細胞層から構成されており、位置に応じて異なる機
能を担う。根冠の分化や成熟過程のタイムラプス観察を行った結果、重力感受細胞として機能していた中間層が
最外層に押し出されるのに伴い、アミロプラストの縮小や細胞の液胞化が進行するという細胞内構造の劇的な変
化を見出した。さらに，細胞内膜輸送の制御因子の機能抑制により，細胞内構造変化が抑制され，根冠の成熟と
剥離に影響することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The root cap consists of several layers of central columella and lateral 
root cap, and maintains its shape by balanced proliferation of proximal stem cells and autonomous 
release of distal mature cells. Time-lapse observation revealed dynamic subcellular rearrangements 
(vacuolization and shrinkage of amyloplasts) were operated in the outermost root cap layer during 
maturation and detachment. We also found that regulator protein of membrane traffic was involved in 
the subcellular rearrangement and root cap detachment.

研究分野： 植物細胞生物学

キーワード： 根冠　細胞内膜輸送　タイムラプスイメージング　シロイヌナズナ

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでに分子遺伝学的解析から根冠の分化や機能を制御する変異体や遺伝子が明らかにされてきたが，根冠の
細胞層がどのようにして多様な機能を発揮しているのかは未解明なままであった。本研究において，長時間の連
続観察から，根冠の細胞層が位置に応じて，構造と機能を大きく転換していることが明らかになった。このこと
は根冠機能の発現メカニズムについての理解を深めることに大きく貢献した。
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